
実践事例1   みんなでチャレンジ！めざせマットの達人！ 

「５年マット運動」の実践を通して 
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１．はじめに 

マット運動は，技を身につけたり新しい技に挑戦したりする時に楽しさや喜びを味わうことができ

る運動である。また，発展技を行ったり，それらを繰り返したり組み合わせたりして，連続した技が

できるようになる楽しさや喜びがある。そこで，中学年までに経験してきた基本的な回転技や倒立技

を安定して行う運動をもとにそれぞれについて自己の能力に適した技が安定してできるようにすると

ともに，それらの発展技に取り組んだり，ペアやグループで動きを組み合わせて演技をしたりするこ

とができるよう単元を設定した。 

 本学級児童は，体育の学習において意欲的で，積極的に運動に取り組む児童が多い。また，マット

運動に対しても，身体全体を使って運動したり，いろいろな技に挑戦したりできるので，好きだと感

じている児童が多い。しかしながら，「うまくできない」「難しい」「こわい」などの苦手意識を持

っている児童もいることがアンケートからもわかった。また，友達と協力しながら意欲的に学習に取

り組む児童がほとんどであるが，友達の課題に対して関心が薄く，子どもたち相互の言葉がけや学習

中のかかわりは十分とは言えない。そこで，本単元では子どもたちが「できた・わかった・もっとや

りたい」と思えるような場を工夫することを考えて取り組んだ。易しい場から発展技や難しい技にチ

ャレンジできるよう，子どもたちが場を自分自身で選択して取り組めるようにした。そして，技のコ

ツやポイントの視覚化を図ることで，子どもたちが互いの技を見合うことで教え合いも活発になると

考えた。子どもたちに身につけさせたい力を明確にし，その体得に向けて，子どもたち自身が自分に

あった技や場を選んで主体的に学習に取り組んでいけるように実践に取り組んだ。 

２．指導の実際（全６時間） 

 （１）単元計画について 

  単元を通して，マット運動に必要な基礎感覚やいろいろな技につながるような動きを育てるため

の「サーキットタイム」を行った。それぞれの運動を行うことで，回転技や倒立技につながる基本的

な動きの習得を図りたいと考えた。そして，単元の前半は，技の動きを体験できるよう易しい場や補

助具を活用し段階的に取り組むことができる活動の時間を多く取り，基本的な技能の習得が図れるよ

うにし，単元が進むにつれ，活動②にあてる時間を増やし，習得した技能を活かした連続技を作って

いくことで，マット運動の楽しさやできた喜びを味わうことができるようにした。 
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（２）指導にあたって 

①サーキットタイム 

 毎時間のはじめに，その時間に練習する技につな 

がる基礎感覚を養うことができるような運動を設定 

した。安定した前転や後転につながるよう 

「ゆりかご」を，しっかりと手や腕，肩など上半身 

で体を支持することをねらい「かえるとび」「馬と 

び」「手押し車」，倒立技につながるような「川と 

び」「補助倒立」「倒立足入れ替え」などを行った。 

②場の設定 

 一人一人の技能の習得や課題に応じて，補助具などがある 

易しい場や運動から，難しい場や技へとたくさんの場を設定 

した。単元前半は大きな前転・後転コース，跳び前転コース，倒立前転コースの３つに分け，単元後

半は，開脚前転・開脚後転コース，腕立て横跳び越し・側方 

倒立回転コースとコース設定した。 

易しい場が成功したら，技の習得をめざし平らなマットで 

の技に挑戦するよう声をかけた。子どもたちは，ローテー 

ションして場をまわる中でも，自分でコースを選んで何度も 

挑戦していた。 

 また，手を着く場所に手形のシートを置いたり，目線を意 

識させるために「目玉おやじ」の絵シートを置いたりして着 

手や視線について技をする側にも周りで見ている側にも意識 

でき，できばえについても分かりやすくした。 

③アドバイスボード 

 単元の導入段階にマット運動の映像（動画）を見ることで， 

技の一連の動きのイメージを捉えやすくするとともに，より 

よい動きのヒントを理解したうえで学習が進められるように 

した。そして，基本技を進めていく中で，運動の仕方やコツ 

をイラストにしたもの（「わたしたちの体育」から図を拡大 

したもの）をマットのすぐ近くに掲示し，技の習得のための 

ヒントとなるようにした。また，自分たちの技のできばえと 

比較させることで，ペアやグループ学習での教え合いや学び 

合いに活かせるようにした。 

３．成果と課題   

○子どもたちが意欲的に取り組むことができたのは，いろい 

ろな場の設定ができたことが一因である。苦手感や嫌悪感 

を減らし，進んで場を選んで取り組むことができた。 

○子どもたちの言葉がけやアドバイス等に活かせる擬音の言 

葉，子どもたちの目線に合ったものや実態に合った言葉な 

ど，簡単に技のコツやポイントを覚えられる分かりやすいものに改善していくことが必要である。

技のコツやポイントを焦点化していくことも課題である。 

○お互いの技を見合えるペア学習のさらなる充実（自分の課題をペアと共有することで，互いに技の

視点が明確になり，言葉がけも活発になると考える）を図ることも課題である。 

○低学年からの系統性（その学年で身につけさせたい力を明確化する）を再確認すること。 

サーキットタイム：ゆりかご＆倒立足入れ替え 

重ねたマットコースでの倒立前転 

ゴムを跳び越える跳び前転 


